
ペニシリンの発見（1928）

DNA二重らせん構造の発見（1953）

現代医学の始まりはこのあたりから・・
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研修医へのメッセージ、その１

１，患者さんを診る限り、勉強はずっと続きます

２，地域医療に携わる先生でも、ときには最新の知
識が必要です

３，最終的には、自分で調べるしかありません

こりゃ大変..



（特発性肺線維症の治療ガイドライン 2017）

（New Engl J Med 2014）

臨床のエビデンスとガイドラインの一例



・呼吸機能が改善する人は４人に１人、残りの３人は徐々に悪化

・副作用は、下痢５６％ 、悪心２１％、１１％嘔吐、腹痛１１％など

・治療費が結構かかる

特発性肺線維症治療の現場では‥

“薬飲んでも良くならないし、
腹は痛いし金かかるし‥”



研修医トリビア
〜プロブレムリストの前に“#”を書くのはどうして?〜

“#1”は、“number 1”の意味

〜“#”のあとには数字を書こう！



１，まず、患者さんをよく（できれば最期まで）診よう
〜患者を診ない先生の言うことは‥?

２，データや画像を良く読もう
〜納得できる説明を考え自分で最終判断しよう

３，それでも疑問が残ったら、そこが研究の始まり

〜ガイドラインは、先生たちが作るものです

研修医へのメッセージ、その２

ガイドライン
つくるぜ


